
 

「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

第 81 回 

『チアフルな顔付を以て 〜 「First Contact Team」 〜』 

 

021年 10月 30日（土）福岡県八女市の「みどりの杜病院」でのハイブリド『市

民公開シンポジウム 2021 〜 言葉の処方箋 〜』に赴いた。  第 1 部：映画鑑賞 

『がん哲学外来映画「がんと生きる 言葉の処方箋」』、第 2部：シンポジウム

『地域でどう活かす？ 言葉の処方箋』、筆者は、第 3部で特別講演「心がほっ

こり『言葉のちから』」を行った（画像 1）。  大変、有意義なシンポジウムで

あった。  終了後、丸山寛 先生（みどりの杜病院 副院長）、伊地知盛夫 先生

（公立八女総合病院 診療部長、産婦人科部長・緩和ケア科部長）、原口勝 先

生（みどりの杜病院 院長）と 4 人で会談した。  『Medical Village（メディ

カルヴィレッジ） in 八女市』構想で、大いに盛り上がった。  翌日の 31日（日）

は、『福岡ホスピスの会 がん哲学外来「ぬくみカフェ」』（柴田須磨子 代表）

で、個人面談と講話の機会が与えれた（福岡市のサンパウロ福岡宣教センター

に於いて）（画像 2）。  多数の質問もあり、貴重なひと時であった。  原口勝 

先生も参加され、終了後、スッタフと福岡空港で『Medical Village：病気にな

っても 安心して暮らせる社会の構築」を語りあった。  人類の進むべき方向は、

「医療の共同体 ＝ １人の人間を癒すには、１つの村が必要である ＝ Medical 

Village」であろう。  「Medical Village 構想」は、「医療維新」の事前の舵

取りになろう。 

 

筆者は、『ロンドンの旅』（2014年）『がん哲学カフェ in UK & 緩和ケアの祖

を訪ねる旅』（毎日新聞夕刊 2014年3月24日付け「がん哲学外来」海を越えて）

についても紹介した（画像3）。  緩和ケアの発祥であるSt. Joseph’s hospice

での「First Contact Team」、「Volunteering」のコンセプト＆内容について

話した。  「患者視点のチーム医療」の在り方の学びである。  自由に、ふら

ーと立ち寄れる相談の場があることは、患者・家族にとって、大いに慰めされ

ることであろう。  2014年のロンドン大学での講演『「がん哲学 〜 われ21世

紀の新渡戸稲造とならん 〜」（「Cancer Philosophy 〜 I want to become the 

Nitobe Inazo (1862〜1933) of the 21 century 〜」）』も鮮明に思い出され

た。  ｢チアフルな顔付を以て人に接し、見ず知らずの人に対しても、――｣（『余



の尊敬する人物:矢内原忠雄 著（岩波新書）』「新渡戸博士」より）は、世界

共通の「人間学」である。 

 

 

 

  



 
  



 


